
   

 

URBAN KUBOTA NO.38｜15 

①和歌山城の結晶片岩 

吉松 三波川帯は，低温高圧型の変成岩―三

波川結晶片岩類および弱変成の御
み

荷
か

鉾
ぶ

緑色岩

類からなる地帯で，紀伊半島では，1/25万地

質図に見るように，紀ノ川の南西側に大きく

広がって分布します．もちろん，紀ノ川のつ

くった沖積層の下にも結晶片岩類が分布して

いるわけで，その一部が和歌山平野の中央部，

和歌山城をのせる高台に顔を出しています． 

城内の石垣には，近くで採石したといわれる

結晶片岩が多く用いられています． 

②層序関係 

三波川結晶片岩類は，主に塩基性片岩，泥質

片岩，砂質片岩，珪質片岩，石灰質片岩など

からなります．表４･２･２に，それぞれの岩

石の特徴を記しましたので参照ください． 

この1/25万地質図では，ほぼ栗本ほか(1998)

と中山(1983)に従い，三波川結晶片岩類を曹

長石の斑晶を伴う点紋帯と，それを伴わない

無点紋帯に区分し，さらに御荷鉾緑色岩類を

堂
どう

鳴
なる

海
み

山層と生
お

石
いし

層に区分して示してありま

す．この区分と，従来の区分との関係を示す

と，表４･２･１のようになります． 

中山(1983)によれば，飯
いい

盛
もり

山周辺の層序は，

岩相にもとづいて，無点紋帯は鞆
とも

淵
ぶち

層，点紋

帯は渋
しぶ

田
た

層，飯盛層， 龍
りゅう

門
もん

層に区分され，

点紋帯の積算層厚は約1，800ｍ以上になりま

す．一方，廣田(1991)は，無点紋帯を鞆淵ユ

ニット，その構造的上位に位置する点紋帯を

飯盛ユニットとし，両者は断層関係にあると

しています．その変成度は，鞆淵ユニットが

緑泥石帯からザクロ石帯低温部に属し，飯盛

ユニットがザクロ石帯から，一部が曹長石―

黒雲母帯に達しているとしています． 

三波川帯南部の層序は，中山(1983)によれば，

下位から，無点紋帯の鞆淵層，堂鳴海山層，

御荷鉾緑色岩類の生石層に区分されます． 

Hada(1967)は，御荷鉾緑色岩類を北から，

生石層，沼田層，嵯峨層に区分しています． 

③地質構造 

点紋帯には，飯盛山から船
ふな

戸
と

山に延びる大き

な向斜構造(飯盛向斜)があり，無点紋帯の中

央部には背斜構造(野上背斜)があって，この

地域の地質構造を支配しています． 

御荷鉾緑色岩類の分布域では，ほぼ東西性の

軸をもつ中規模の向斜構造(長峰向斜)と背斜

構造が見られます． 

④貫入岩体 

飯盛向斜付近には苦
く

鉄
てつ

質･超苦鉄質の貫入岩

体が見られます．龍門山の岩体は，大部分が

蛇紋岩化したウエルライトで，一部にダナイ

トがアり，変斑れい岩体を伴っています．堂

鳴海山層では，コートランダイトと斑れい岩

とが複合岩体をなしています．このほかにも

蛇紋岩やコートランダイトが，苦鉄質岩体と

ともに，あるいは単独で貫入しています(中

山:1983ほか)．これらの苦鉄質・超苦鉄質

貫入岩体は，いずれも変成作用を受けている

ことから，三波川変成作用の間かそれ以前に

貫入したと考えられます． 

⑤源岩と変成作用の年代 

山田(1997)は，金屋地域の嵯峨層と沼田層か

ら放散虫化石を報告し，嵯峨層をジュラ紀中

世(～新世)に，沼田層をジュラ紀中世後半～

新世初期としています． 

三波川変成岩類について，栗本(1993，1998)

は，鞆淵層：68.7-78．6Ｍa，毛原層：89.3-

97．1Ｍa，生石層：81．7-101Ｍa，沼田層：

99．4-117Ｍa，嵯峨層:113-118Ｍaの放射年

代を得ています．磯崎ほか(1990)は，毛原層

で100-90Ｍaの放射年代を得ています．した

がって，嵯蛾層，沼田層，生石層，鞆淵層の

順に，北の地質体ほど変成年代が若くなると

推定されます． 

また，秩文帯中帯の白亜系湯浅層には，結晶

片岩の礫が含まれています．このことから，

少なくとも白亜紀には，三波川帯の一部が隆

起し，削剥を受けていたと考えられます．前

嶋(1978)は，この礫は黒瀬川帯のものである

が，三波川帯の運動にしたがって上昇した可

能性があるとしています． 

紀伊半島の地質―２ 

三波川帯 
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表４･２･１―三波川帯の層序区分と岩相 表４･２･２―三波川結晶片岩の種類と特徴 


